
羽生市ぎかいだより第１７７号 ���平成１９年２月１５日

も
に
健
や
か
に
育
ま
れ
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
に
は
、
悩
み

や
相
談
を
受
け
持
つ
専
門
職
を
、

各
小
・
中
学
校
に
配
置
す
べ
き
と

考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
こ
れ
ら
の
職

員
の
業
務
の
内
容
と
市
内
小
・
中

学
校
へ
の
配
置
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
教
職
員
と
の
連

携
等
が
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

・
答
弁
（
教
育
次
長
）

　

ま
ず
、
さ
わ
や
か
相
談
員
は
、

西
中
学
校
、
南
中
学
校
に
各
一
人

ず
つ
お
り
、
主
な
業
務
は
、
生
徒

の
相
談
援
助
、
学
級
担
任
・
養
護

教
諭
と
の
連
携
、
い
じ
め
・
不
登

校
の
対
応
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

は
、
西
中
学
校
一
人
、
南
中
学
校

一
人
、
東
中
学
校
二
人
の
配
置
で
、

さ
わ
や
か
相
談
員
の
活
動
を
援
助

し
教
育
相
談
に
当
た
り
、
ま
た
校

内
や
地
域
の
巡
回
を
通
し
て
、
い

・
質
問　

今
回
の
介
護
保
険
法
の

改
正
に
よ
る
と
、
軽
度
の
方
の
判

定
に�
揺
れ�
が
大
き
く
出
て
お

り
、
予
防
給
付
と
介
護
給
付
の
違

い
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
連
続
性
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
国
が
定
め
た
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
一
人
あ
た
り
の
担
当

利
用
者
数
が
三
十
五
人
に
減
る
こ

と
な
ど
を
、
市
は
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
最
近

の
介
護
判
定
の�
揺
れ�
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

　

今
回
の
法
改
正
で
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
担
当
件
数
の
上
限
が
、
従

来
の
五
十
件
か
ら
三
十
五
件
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
業
務
プ
ロ

セ
ス
が
適
正
に
評
価
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
多
忙
と
い
わ
れ
る
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
業
務
軽
減
が
図

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

介
護
判
定
に
つ
い
て
は
、
従
来
、

要
支
援
と
さ
れ
た
方
は
、
要
支
援

一
と
な
る
。
そ
し
て
要
介
護
一
と

判
定
さ
れ
て
い
た
方
の
う
ち
、
認

知
機
能
等
の
障
害
に
よ
り
、
理
解

が
困
難
な
状
態
の
方
は
要
介
護
一

と
な
り
、
こ
の
状
態
に
該
当
し
な

い
方
は
要
支
援
二
と
判
定
す
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
今
ま
で
要
介
護
一
の

認
定
を
受
け
て
い
た
方
が
、
状
態

の
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
要
支
援
と
認
定
さ
れ

る
と
、
介
護
認
定
の�
揺
れ�
と

受
け
止
め
ら
れ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
新
制
度
の
周
知
を
更
に

徹
底
し
、
利
用
者
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
公
平
公
正

な
認
定
審
査
会
の
運
営
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
東
武
伊
勢
崎
線
利
便
性
の
向
上

に
つ
い
て

じ
め
問
題
な
ど
に
関
す
る
状
況
を

把
握
す
る
。

　

次
に
い
き
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
は
、
各
小
・
中
学
校
に
一
名

ず
つ
お
り
、
不
登
校
等
の
傾
向
に

あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の
援
助
、
子

ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
日
常
の
悩
み
相
談
な
ど
に
応

じ
、
授
業
な
ど
に
お
い
て
生
徒
の

学
習
を
支
援
す
る
。

　

次
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
、
県
か
ら
来
年
度
も
拠
点

校
方
式
で
中
学
校
に
配
置
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
持
つ
専
門
知
識
を
教
師
が

学
び
、
児
童
・
生
徒
へ
の
指
導
に

生
か
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

続
い
て
、
教
諭
と
の
連
携
等
に

つ
い
て
は
、
校
内
の
生
徒
指
導
委

員
会
や
教
育
相
談
連
絡
会
に
さ
わ

や
か
相
談
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相

談
員
も
出
席
し
、
問
題
を
抱
え
る

児
童
や
生
徒
の
情
報
の
共
有
化
に

努
め
て
い
る
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
住
民
の
利
便
性
の
確
保
を

・
プ
ー
ル
跡
地
の
利
用
方
法
（
岩

瀬
）

・
質
問　

近
年
の
不
登
校
や
い
じ

め
の
急
増
に
よ
っ
て
、
さ
わ
や
か

相
談
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
、

い
き
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
、

教
職
員
と
は
別
の
役
割
を
受
け
持

つ
非
常
勤
職
員
が
小
・
中
学
校
に

勤
務
を
し
て
い
る
。

　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と

不
登
校
や
い
じ
め
へ
の

　
　
　
　

対
策
に
向
け
て

丑
久
保　

恒
行
議
員

改
正
介
護
保
険
法

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

小
野　

幸
夫
議
員


